
可
決
し
た
主
な
議
案

議案や賛否一覧は
こちら

　
福
岡
市
で
は
、「
都
市
の
成
長
」と「
生
活
の
質
の
向
上
」

の
好
循
環
を
創
り
出
す
こ
と
を
基
本
戦
略
と
し
て
掲
げ
、

「
人
と
環
境
と
都
市
活
力
の
調
和
が
と
れ
た
ア
ジ
ア
の
リ

ー
ダ
ー
都
市
」を
目
指
し
て
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、人
口
は
１
６
５
万
人

を
超
え
、市
税
収
入
は
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
る
な

ど
、元
気
な
ま
ち
、住
み
や
す
い
ま
ち
と
し
て
国
内
外
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、世
界
に
目
を
向
け
る
と
、社
会
経
済
情
勢
は

日
々
変
化
し
続
け
、先
を
見
通
す
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し

い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、昨
年
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
取
り
入
れ
た
「
第
10
次
福
岡
市
基
本
計
画
」を
策

定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
に
基
づ
き
、初
年
度
か
ら
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、社
会
の
変

化
に
し
な
や
か
に
対
応
し
な
が
ら
、福
岡
市
を
さ
ら
に
魅

力
的
な
ま
ち
に
発
展
さ
せ
、次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で

ま
い
り
ま
す
。

　
福
岡
市
は
、２
千
年
を
超
え
る
ア
ジ
ア
と
の
交
流
の
中

で
、多
様
な
人
材
や
、豊
か
な
自
然
と
都
市
機
能
が
コ
ン

パ
ク
ト
に
整
っ
た
都
市
空
間
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
財
産
を

築
い
て
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
強
み
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ

る
た
め
、市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
、花
や
緑
が
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
、世
界
か
ら
選
ば
れ
る
風
格
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
、自
然
災
害
が
全
国
で
頻
発
化
し
て
お
り
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
極
め
て
重
要
で
す
。福
岡
県

西
方
沖
地
震
か
ら
20
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、市
民
の
安

全・安
心
の
確
保
に
向
け
て
、ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
の
両
面
で

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
と
と
も
に
、昨

今
の
物
価
高
が
市
民
生
活
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
す
中
で
、

特
に
子
育
て
世
帯
の
可
処
分
所
得
の
増
加
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。福
岡
市
で
は
、子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡

充
や
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、都
市
の
成
長
の
果
実
を
生
か
し

て
、子
育
て
に
か
か
る
負
担
の
さ
ら
な
る
軽
減
を
図
る
な

ど
、生
活
の
質
の
向
上
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

一
般
会
計
予
算

（
総
額
１
兆
１
１
２
８
億
３
千
万
円
）

議案第
32号

　

主
な
新
規
・
拡
充
事
業
は
、
市
立
小
・
中
・
特

別
支
援
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
、
学
校
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
、
１
カ
月
児
・
５
歳
児

健
診
の
開
始
、
中
小
企
業
な
ど
で
働
く
従
業
員

の
奨
学
金
返
還
支
援
、
地
下
鉄
天
神
・
博
多
・
福

岡
空
港
駅
や
市
役
所
な
ど
公
共
施
設
の
緑
化
推

進
、
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ 

Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ 
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

の
開
催
、
福
岡
城

天
守
の
文
献
・
発

掘
調
査
、
避
難
所

の
ト
イ
レ
な
ど
の

環
境
改
善
で
す
。

賛
成多数

福
岡
市
一
時
保
護
施
設
の
設
備

及
び
運
営
の
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

議案第
63号

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
一
時
保

護
施
設
に
お
け
る
こ
ど
も
の
権
利
擁
護
、
設

備
、
職
員
配
置
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

基
準
を
定
め
る
も
の
で
す
。(

令
和
７
年
４
月
１

日
施
行) 　

全
員賛成

福
岡
市
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正

議案第
72号

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
拠
点
と
し
て
の
機

能
の
強
化
に
伴
い
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
名

称
を
「
福
岡
１
０
０
プ
ラ
ザ
」
に
改
め
る
も
の

で
す
。(

令
和
７
年
４
月
１
日
施
行)

賛
成多数

福
岡
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

議案第
73号

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
保
険
料
の
基
礎
賦
課
限
度
額
を
66
万
円

に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
限
度
額
を
２6

万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。(

令
和
７
年
４

月
１
日
施
行)

賛
成多数

福
岡
市
交
通
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

議案第
82号

　

地
下
鉄
の
輸
送
力
を
増
強
す
る
こ
と
に
よ
り

乗
客
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
車
両
数
の

上
限
を
２
４
４
両
か
ら
３
０
０
両

に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

全
員賛成

周
船
寺
中
学
校
の
新
設

議案第
85号

　

学
齢
生
徒
の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
、
西
区

大
字
周
船
寺
に
周
船
寺
中
学
校
を
新
設
す
る
も

の
で
す
。(

令
和
８
年

４
月
１
日
施
行)

全
員賛成

福
岡
市
学
校
給
食
費
条
例
の
一
部
改
正

議案第
86号

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
学
校
給
食
費
を

２
学
期
か
ら
無
償
化
す
る
も
の

で
す
。全

員賛成

福
岡
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

議案第
52号

　

学
級
数
の
増
加
な
ど
に
伴
う
教
職
員
の
増
員

や
、
み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
消

防
出
張
所
の
体
制
整
備
な
ど
に
伴
う
増
員
な
ど

の
た
め
、
職
員
定
数
を
現
行
の
１
万
８
１
７
６

人
か
ら
１
万
８
５
６
４
人
に
改
め
る
も
の
で

す
。
（
令
和
７
年
４
月
１
日
施
行
）

賛
成多数

令
和
７
年
度
関
係

市
長
の
市
政
運
営
方
針
か
ら
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